
「Tablet PCの児童生徒におけるe-ノー

トとしての可能性」

三木市立教育センター

梶本佳照



プロジェクトの狙いと背景

学校でのＩＴ活用の現状
情報教育や総合学習での活用が中心

既存の電子教材
選択肢から解答入力が大半

タブレットＰＣの登場
手書きの利点を活かした教材はこれから

背景背景

狙い狙い タブレットＰＣと手書き認識技術を活用した
手書き電子教材を試作

小学校の一斉授業や家庭学習に実践適
用し有効性を検証



タブレットPCとは

• 画面上でペンを使って文字や絵を書く機能を
もったPC



試作した手書き電子教材

基本方針基本方針

三木市立緑が丘東小５年生１１月～１２月を対象

算数計算や漢字など基礎学力向上に重点

タブレットPCはひとり一台の環境を前提

100マス計算　　　　　　　　　　（１５画面）

算数用教材（小数のわり算，分数)（３６画面)

漢字ドリル教材 （４４画面）

背景画つき自由ノート (背景つき５画面、無31)

試作教材試作教材 （授業に合せ教師と密に協議して開発）



１００マス計算

手書きによる解答入力、自動採点、時間計測
全問正解／あと少しアニメーション

全問正解アニメーションd１００マス教材の例



漢字練習１



漢字学習２



計算学習１



計算学習２



自由ノート（お助けマス）



自由ノート（四角形の面積）

四角形の面積



手書き電子教材の構成
Macromedia Flashで動作する学習用手書き部品、
教材ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄを開発→教材ｺﾝﾃﾝﾂ作成を容易化

教材コンテンツ

教材テンプレート

複合部品（分数部品、わり算部品）

手書認識部品 自由手書部品

アニメーション

サーバ通信部

認識･評価サーバ 教材サーバ学習記録サーバ

タブレットPC　(Windows XP for Tablet PC)

Macromedia Flash MX



授業の様子１



授業の様子２



授業の様子３



授業の様子４



公開授業(12月2日)

分数の引き算(５年生）単元

場所 理科教室（４人１ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

•ﾀﾌﾞﾚｯﾄPC　ひとり１台
•ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ　 １台
•計算のびのびカード、他

機器

内容 1. 100マス計算
2. 前時の思い出しと

課題説明
3. 自由ノート
4. グループ説明
5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀでの発表
6. 分数練習問題
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タブレットPCの教育的効果

• 漢字学習に対する興味の増加

• 計算に対する興味の増加

• 即時に解答してくれる効果→意欲の持続

• 自分の考えをそのままプロジェクタで提示

– 新しい授業形態の可能性



解決すべき課題手書き教材

活用方法／教材の充実

－ 効果的な活用方法の実践と多様な教材の充実

漢字や数字の認識／評価精度の向上

－ 誤判定の減少と納得性を高める精度改善

漢字書き方の評価基準

－ 教師毎の指導に対応した評価基準の検討

長時間利用による視力の低下への不安解消

書きやすさの向上

タブレットＰＣ
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